
「青少年インターネット利用環境の現状（３点）」に関する参考資料 

資料１（２頁）「第４次青少年インターネット環境整備基本計画（案）の主なポイント」関連 



  

現状１ スマートフォンやアプリ・公衆無線ＬＡＮ環境の普及等に対応した法改正 

１ 



  

【参考】フィルタリングの利用状況 
青少年がスマートフォンを利用する保護者のうち、「フィルタリングを使っている」と回答した保護者の割合は 44.0％ 

（平成 29 年度 青少年のインターネット利用環境実態調査結果（概要）（平成 30 年３月 30 日内閣府発表）より抜粋） 

２ 



 
 
 
 
 
  

現状２ インターネット利用者の低年齢化 

子供（０歳～９歳）のインターネットの利用状況 
子供の 39.2％が、いずれかの機器でインターネットを利用。年齢が上がるとともに多くなっている。 

（低年齢層の子供のインターネット利用環境実態調査（概要）（平成 29 年５月 19 日内閣府発表）より抜粋） 

３ 



 
 
 
 
 

 
 
  

【参考】青少年のインターネット利用率（０歳～17 歳） 
インターネット利用率は年齢があがるとともに増加。低年齢期からのインターネットリテラシーの向上の必要性。 

（低年齢層の子供のインターネット利用環境実態調査結果（概要）（平成 30 年５月 19 日内閣府発表）より抜粋） 

４ 



 

現状３ ＳＮＳ等に起因する青少年の犯罪被害等の増加 

ＳＮＳ等に起因する事犯の被害児童数の推移 
ＳＮＳに起因する事犯の被害児童数は、青少年のスマートフォン等の所有・利用状況の増加に伴い増加傾向にあり、過

去最多。    （平成 29 年におけるＳＮＳ等に起因する被害児童の現状と対策について（平成 30 年４月 26 日警察庁発表）より抜粋） 

５ 


